
平均年齢 49.6 歳

62名参加者

51名回収数

87%回収率



20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

Q1 年齢層
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Q2 基礎資格
n=51



病院又は診療所 居宅介護支援事業所 地域包括支援センター 訪問介護事業所 訪問看護ステーション その他 回答無し
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Q3 所属する事業所 n=51



あり, 38, 75%

なし, 13, 25%

Q4 看取り経験の有無

n=51

十分高まった
43%

まあまあ高まっ

た45%

どちらでもない
8%

あまり高まらな

かった0%

全く高まらな

かった0%

回答なし4%

Q5 研修後のチーム力のスキル力向上について

n=51



十分活かせる, 26, 
51%

まあまあ活かせる, 
20, 39%

どちらでもない, 2, 
4%

あまり活かせない, 
0, 0%

全く活かせない, 0, 
0%

回答なし, 3, 6%

Q6これからの多職種連携で活かせるか n=51
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Q7多職種研修で取り上げてほしい場面 複数回答あり



Q7 その理由

様々なことをグループワークを通じて学びたいと思ったから

家族のグリーフケア

ACPにあたって

冬場は色々感染する病気があるので

在宅支援を多職種で関わり、チームとして支援していけたら良いなと思い、今後の研修で確認したいです。

入退院支援が不十分なことがある

日頃からどのようにして支援するか考えているが、皆様の考えも聞きたい。

医療と介護の連携がまだまだ上手くいかないことがあります。対象者に対して互いに情報共有を行いながら、支援ができたらいいと思います。

在宅分野での経験も浅く、どう対応したら良いか不安なため。
どの場面でも”連携”する上での”思い込み”はあると思うので、再度、効果的な連携について考えたい

看取りに至るまでの過程の中で、各職種がどうかかわるかについてイメージが分かるような研修を設定していただきたい

忙しく見守りができない

カスタマーハラスメントについて

入院時にCMに求められることが多い

日常療養支援では全ての利用者さんの個別性に応じる必要があるため



Q8 意見 感想

自分の考え、その他の方の考えが色々聞けて良かったです

ゲームがあり楽しめました

多職種の方との意見交換ができ、とても参考になった

すみません、遅くなりました。次回は頑張ります

事例の動画が良かったです

岡Drの編集が素晴らしかったです。キャストの皆さんもすばらしい演技力でした

参加して色々な方とお会いできて良かったです

難しかったですが勉強になりました

介護だけでも対応できる処置・対応の仕方

色々な意見が聞けて良かったです。看取りの利用者は今は関わっていないが、今後関わる際に覚えておきたいです。ありがとうございました

多職種で関われてよかったです

それぞれの立場から意見が聴けて楽しかったです

いろんな職種の方の意見を聞けて参考になりました

グループワークを通じて、ACPについても深めることができた。すばらしい俳優さんたちでした

思ったより面白かった!!学びになりました!!

多職種連携が大切なことが実感できました。グループワークで色々な意見が聞けて良かったです。自分の知識につながりました

ACP取得に当たってのケアマネジャーの実際の悩みを聞くことができました。Drの役割は大きいと考えました

様々な職業が集まり色んな意見も聞けて良かった

各職種の方が来られていて、色々な話ができて有意義であった

他グループの意見をしっかり聞きたかった。1分では聞きづらかったし、伝わりにくいと思いました。ありがとうございました

短時間だったが、構成がよく考えられていたと思う。ありがとうございました

多職でも同じ意見があるのに、アプローチの違いが勉強になりました

楽しかったです。ありがとうございました


